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かわもと  ゆきたつ

川本幸立ＨＰ：http://www.k5.dion.ne.jp/~kawamoto/

川本 幸立の街づくり通信

市民ネットワーク千葉県　http://www.ken-net.gr.jp/市民ネットワーク会派　http://shimin-network.jp/

福谷章子ＨＰ　http://fukutani.blog.ocn.ne.jp/blog/

第２次５カ年の見直し　　　もっと丁寧な説明を！

公立保育所のあり方　　　保育に果たす公の役割に理念を！

宮野木市営住宅建替え地の六価クロム問題

　千葉市では、市営宮野木団地
の建て替えを進めていますが、既
存の建物を取り壊して地盤改良
を行なった際に、環境基準の約３
倍の六価クロムが発生していたこ
とが、12月議会半ばに報告されま
した。
 何故出たのか、いつからあった
のか、10月にわかっていながら報
告が何故12月になったのかなど、

不可解なことばかりで今ひとつ
はっきりせず、さらに調査が必要
です。
 この一件のみならず保育所の耐
震不足の問題など、市民生活の
安全を守るために情報を速やか
に公開することに関しては、千葉
市の対応はお粗末で、改善を求
めました。

現代社会の課題

2006年度の税金の使い方（決算認定）に異議 財政危機を加速、

   談合の疑いの高い入札の実態、

       人命・災害に関わる施策が後回し
　2006年度決算では、県の借金が1年間で
約460億円増えました。堂本知事が就任す
る前の2000年度末の県の借金が１兆8千700
億円、就任した2001年度以降では毎年借金
は増え続け６年間で約5400億円増加し、
2006年度末の累積では約２兆４千億円に達
しました。
　こうした巨額の借金を抱え財政運営の危
機に直面しているのは全国の自治体に共通
することです。その原因はバブル崩壊後の
1990年代、政府が音頭をとった景気対策に
のって全国の自治体は多額の地方債を競
い合うように発行して公共事業を拡大させた
こと、それに反して地方交付税の額は大幅

に削減され、その結果、地方債の元利償還
の見通しが立たなくなったからです。
　この教訓から学ぶべきことは、政府の音頭
にのって地方債を発行して公共事業を行う
という「モラルハザード」とは縁を切ることで
す。そして、公共事業を量質とも抜本的に見
直し、本当に必要な公共事業を精選しその
事業決定過程を透明化することです。
　しかし、千葉県では、「モラルハザード」は
相変わらずで、つくばエキスプレス沿線開発、
かずさアカデミアパークなどの大規模開発、
北千葉道路、圏央道、八ツ場ダム、酒々井
インターチェンジ計画などは抜本的に見直
されることなく進行しています。

加速する財政危機

　2006年に県が実施した世論調査によれば、
「県政への要望」のトップは「高齢者の福祉
を充実する」、２番目は「医療サービス体制
を整備する」、３番目は「災害から県民を守
る」、４番目は「次世代を担う子どもの育成支
援を充実する」でした。今、大きな社会問題
化している医療問題のみならず、耐震改修
の進捗状況、県立学校バルコニーからの転
落事故に対するハード面での予防策、既存
道路の補修、交差点の改修や信号機の設
置などの交通安全対策など人命・災害にか
かわる施策が後回しにされています。
　例えば、県管理の約3400ｋｍの既存道路

について補修要望が106㎞に対しその６割し
か補修されませんでした。道路補修費用は
1998・1999年度の半額以下になっています。
相次ぐ県立学校バルコニー転落事故の予
防策として適切なハード対策を怠った結果、
今年も死亡事故が発生しました。
　「アレモコレモ」から「アレカコレカ」の選択
の時代に、大規模公共事業が優先されたこ
とにより、県民が本当に望む医療、福祉、災
害対策、教育の分野が削られています。こ
れは地方自治体の第一の使命である「住民
の安全を確保する」ことを蔑にすることです。

談合の疑いが極めて高い
　　　  ～多い随意契約
建設工事の落札率95%（単純平均）

　日本の入札制度では談合が蔓延してい
ると言われます。談合は、税金を「最小の
経費で最大の効果」が得られるよう使うべし
とする地方自治法（第２条）に反します。日
本弁護士連合会の入札制度改革に関する
調査報告書では「落札率（予定価格に対
する落札価格の割合）は談合しているかど
うかを判断するための主な基準になる」とさ
れ、全国市民オンブズマン連絡会議では、
95％以上を「談合の疑いが極めて高い」、
90％以上を「談合の疑いがある」としていま
す。
　さて、12月議会でも2006年度の外郭団体
への発注の58％が随意契約であり再委託
時の不透明性なども指摘されました。2006
年度決算の県の建設工事3765件の単純
平均の落札率は95％です。長野県では昨
年度の予定金額982億円に対して落札金
額775億円で落札率は80.4％でした。
　千葉県で長野県ベースの落札率を実現
すれば少なくとも100数十億円節約できた
ことになります。こうした不透明な入札実態
について私は決算委員会で再三質問しま
したが合理的な説明はありませんでした。

人命、災害に関わる施策が後回し

　１年間で借金が460億円増加、
           ６年間では5400億円

大規模公共事業を優先

●
県
立
高
校
バ
ル
コ
ニ
ー
転
落
事
故
現
場
視
察

　

県
の
調
査
に
よ
る
と
平
成
六
年
～
十
九
年
で
転
落
事

故
は
二
六
件
発
生
し
、
そ
の
内
死
亡
事
故
は
三
件
で
平
成

十
七
年
二
件
、
十
九
年
一
件
で
す
。
事
故
の
あ
っ
た
県
立

芝
山
高
校
、
磯
辺
高
校
を
十
一
月
二
日
に
視
察
し
ま
し
た
。

　

転
落
事
故
の
一
番
の
要
因
は
庇
（
実
質
は
転
落
防
止

柵
の
な
い
バ
ル
コ
ニ
ー
に
等
し
い
）
の
存
在
で
あ
り
、
県

教
委
が
ハ
ー
ド
対
策
を
と
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
た
建
築
基
準
法
な
ど
の
規
定

（
採
光
面
積
、
非
常
用
進
入
口
）
は
大
し
た
障
害
と
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
度
の
決
算
審
査
や
十
二
月
県
議
会
の
最

終
日
の
討
論
で
、
ハ
ー
ド
対
策
を
と
ら
な
か
っ
た
県
教
委

の
姿
勢
を
厳
し
く
問
い
、
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
施
設
へ

の
早
急
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

●
大
木
戸
町
残
土
処
分
場
を
再
視
察

　

緑
の
森
工
業
団
地
の
手
前
の
大
木
戸
町
の
残
土
処
分

場
現
場
を
十
一
月
二
九
日
に
再
視
察
し
ま
し
た
。
今
回
は

残
土
産
廃
ネ
ッ
ト
ち
ば
の
藤
原
代
表
、
井
村
事
務
局
長
、

地
元
の
方
の
総
勢
七
名
で
し

た
が
、
三
カ
月
前
と
比
較
す

る
と
残
土
の
山
が
高
く
な
っ

た
こ
と
、
表
面
を
覆
う
黒
い

土
壌
改
良
材
が
目
立
つ
こ
と

で
し
た
。
事
業
者
の
説
明
で

は
一
日
約
五
〇
台
の
ダ
ン
プ

が
出
入
り
し
て
お
り
、
残
土

量
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年

三
月
に
許
可
さ
れ
た
六
万
三

千
㎥
に
加
え
て
六
月
に
五
万

㎥
の
追
加
の
申
請
を
出
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
土
壌

改
良
材
の
品
質
と
周
辺
環
境

へ
の
影
響
に
つ
い
て
確
認
が
必
要
で
す
。

●
政
務
調
査
費
の
使
途
の
公
開
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
議
会
に
持
ち
越
し

　

政
務
調
査
費
（
四
〇
万
円
／
月
）
の
使
途
の
全
面
公

開
は
二
月
議
会
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
使
途
の

基
準
が
な
い
と
混
乱
を
招
く
と
い
う
自
民
党
の
主
張
に

よ
り
ま
す
。
議
会
の
使
命
は
行
政
の
税
金
の
使
い
方
の
監

視
で
あ
り
、
財
政
危
機
か
ら
抜
け
出
す
改
革
の
主
役
と

な
る
べ
き
立
場
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
で
二
の
足
を
踏
む

と
は
情
け
な
い
話
で
す
。

　

議
会
改
革
に
対
す
る
姿
勢
か
ら
も
使
命
を
間
違
え
た

議
員
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
「
翼
賛
議
会
」
の
現
状
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

活
動
報
告

12
月
議
会
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

千
葉
市
で
は
、
三
月
議
会
（
二
月
二
五
日
開
会
）
に
向

け
て
予
算
編
成
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
編
成
過

程
を
公
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
主
張
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
透

明
な
事
業
選
択
や
土
地
選
定
を
防
ぎ
、
利
権
と
し
が
ら

み
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
自
治
体
運
営
の
透
明
度
を
高
め
、
徹
底
的

な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点

で
、
千
葉
市
政
を
検
証
し
ま
す
。

残土処理場視察中の川本幸立

→

→

　地方自治法では、自治体は議会の議
決を経た長期の基本構想を策定し、そ
の構想に則って市政運営をすることが
義務付けられています。
　千葉市では、2000年に100人の市民に
よる市民委員会を結成して、今後15年
間の基本構想『千葉ビジョン２１』を策定
しました。その構想を実現するために、
具体的な事業計画を５年ごとに落とし
込んでいるものが５カ年計画です。
　2001年から2005年までが新５カ年、
2006年から2010年までが第２次５カ年で、
必ず中間年の３年目には見直しをしま
す。2008年度はその年にあたりますが、
ひっ迫した財政状況と国の締め付けに
よって、ついに千葉市の計画行政も立ち
行かなくなり、大幅な見直しとなります。
　前５カ年計画の見直しでは、５年分
の計画事業費6289億円から6028億円へ
と軌道修正されましたが、今回の見直

しは、いっそう大鉈を振るうもので、
策定時の4123億円から2821億円へと
69.4％に縮小です。
　変更内容は、モノレール事業が２年
間の先延ばしになったものの計画通り
です。千葉駅西口再開発や蘇我臨海開
発など大型の事業は一部先送りにされ
つつも、この５カ年で基盤整備は進み
ます。
　一方、里山の保全施策や、地域文化財
の保護施策、学校図書の整備はきれいに
先送りです。
　見直し計画策定に際しては、事業内
容の変更説明に個別の事業費も加えた
り、区ごとの説明会を開いたりと、丁
寧な説明責任を果たすべきです。

　千葉市では現在60カ所の公立保
育所があります。そのうちの30カ所
を民営化するという市の案に対して、
900件にも及ぶ市民意見が寄せら
れ、その多くは民営化に反対するも
のでした。その結果、市は「丁寧な
説明を加えた後、再度意見聴取を
するように」という社会福祉審議会
児童福祉専門分科会の要請を受
け、市民意見の異例の再募集を行
いました。
　民営化に際して保護者の不安は
どこにあるのか、懸念されることは
何か、それに対して市はどう対応す

るか、最低限の条件整備は何かな
ど、双方向の意見交換をもっと丁寧
に行うべきであると考えます。
　緑区は、公立保育所が２カ所に
対して民間保育園が７カ所あります
が、この機会に公民問わずに保育
の質を上げるためには、どうすれば
良いか、そのために「公」は、どのよ
うな役割を果たすべきか、ということ
をしっかり議論すべきです。市とし
て保育に果たす役割を明確に提示
できない限り、保護者の不安をぬぐ
うことはできません。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
Ｉ
Ｔ
は
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
す
で
に
存
在
す
る
も
の

で
あ
り
、
好
奇
心
旺
盛
な
彼

ら
は
、
全
く
無
防
備
の
ま
ま

有
害
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し

た
り
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
裏
サ
イ
ト
で
は
、
仲

間
う
ち
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
、

相
手
の
心
情
も
、
人
権
さ
え

も
踏
み
に
じ
る
表
現
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年

度
の
千
葉
市
の
調
査
に
よ
る

と
、
小
学
校
高
学
年
で
は
約

八
割
、
中
学
生
の
約
九
割
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

小
学
校
高
学
年
の
約
一
割
、

中
学
生
の
約
二
割
が
掲
示

板
・
ブ
ロ
グ
へ
の
書
き
込
み

を
め
ぐ
る
マ
イ
ナ
ス
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　

進
化
し
続
け
る
Ｉ
Ｔ
技
術
、

サ
イ
バ
ー
社
会
で
今
後
生
き

て
い
く
に
は
、
Ｉ
Ｔ
と
い
う

も
の
を
き
ち
ん
と
認
識
す
る

基
本
的
な
能
力
、
賢
く
使
い

こ
な
す
技
術
、
そ
し
て
利
用

す
る
主
体
と
し
て
の
人
格
の

形
成
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
を

守
る
環
境
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

千
葉
市
で
は
、
各
学
校
に

教
育
メ
デ
ィ
ア
主
任
を
配
置

し
、
「
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
管
理
」
「
情
報
教

育
の
推
進
」
「
校
内
研
修
の

企
画
運
営
」
を
行
っ
て
お
り
、

教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
教
員
に

対
し
て
各
種
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
情
報
通
信
網
の
急
速
な

展
開
へ
の
対
応
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
、
教
育
委
員
会
は

課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

掲
示
板
等
へ
の
書
き
込
み
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
学
校

生
活
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い

て
は
、
主
に
各
学
校
や
教
育

委
員
会
指
導
課
、
青
少
年
補

導
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン

タ
ー
が
相
談
に
応
じ
、
ま
た
、

経
済
的
な
被
害
に
つ
い
て
は
、

各
警
察
署
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
相
談
窓
口
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。
青
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
、
千
葉
市
防
犯
協
会

な
ど
と
連
携
し
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
犯
罪
に
関

わ
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
の
サ
イ
バ
ー
対
策
室
な

ど
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

有
害
サ
イ
ト
に
関
し
て
は
、

未
成
年
者
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（※

）
の
普

及
促
進
を
、
国
が
携
帯
事
業

者
に
要
請
し
て
い
ま
す
が
、

企
業
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く

法
整
備
も
必
要
で
す
。
現
状

で
は
、
学
校
や
保
護
者
に
よ

る
サ
イ
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
し
て
サ
イ
バ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
に
取
り
組
む
な
ど
、

自
治
体
や
個
人
が
積
極
的
に

動
か
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
は
守
れ
ま
せ
ん
。

（※）有害サイトへのアクセスを制限するサービス

市民ネットワーク・みどり

Tel・Fax：043-293-8011
E-mail　：midori@chibanet.gr.jp

千葉市政や施策に関する

ご意見をお聞かせください


